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1 ．は じめに

　我国で は こ れまで、 「水 と安 全 は タ ダ」 とい う神話が

成 り立っ て きた。しか しな が ら こ こ 最近で は T年 連続 で

刑 法 犯 の 認 知 件数が 戦後最多を記録 し、そ の 数 は 年 間

300万 件 に 到達する 勢い で あ り、警 察 庁 を は じめ とす る

警察関係機関 の頭 を悩 ま せ続けて い る 。 現在日本の 犯 罪

情勢 は危 険水 域 に達 しよ う と して い る 状 況 で あ る。
　本研究の 対象区 域で あ る神奈 川 県 横浜市保土ヶ 谷 区 で

は、保 土 ヶ 谷 警察 署協 礒 会が 発 足 し、警 察署、住 民．有

識者などが
一
体とな り

”
「安全 ・安心 な 街　ほ どが や 」

に 向けで と い う提言で治安回復 に 乗 り出した。そ の提

言 の 内容 には 大き く f警察活動の 強化」 、　 「区 民 と警 察

の 連携」 、 「区 民 の 自主活 動 亅 を柱 と した方向性が導き

出 され た。　「譬察 活動の 強化 」 の 項 目 に は、犯 罪 発 生 状

況につ い て の 蓄積されたデータに よ り犯 罪発生分布図 の

作成 〔ク ライム マ ッ ビン グ） を行 い 、そ の 分 析結 果 に応

じた諸活動の 強化を推進す る考え が 明 らか に され て い る 。

2 ．研究目的

　警視庁や奈良県警にお い て も犯罪発生状況を表したマ

ッ プをイ ンターネ ッ トで 公開 し、市民 へ 注 意 を 促 して い

る。本研 究の 目的はそ の手 法 を例 に 習 い 、これまで に 蓄

積 され た 犯 罪デ
ー

タを保土 ヶ 谷 区 内 で GIS上 に マ ッ ピ ン

グして 犯罪の 発 生状況 を視 覚的 に把 握 で き る よ う に し、
犯罪 の 発 生 と地 理的 データ と の 関 係 を 分 析 し地 域 的な 特
性 を導き 出す こ とで ある 。 またそ の 結果 が、保 土 ヶ 谷 区

にお け る 効果的な警察活動に 寄与する こ とを期待す る。
’

3 ．日本の犯罪発 生 状況

　我国 の 刑 法犯 の 認 知件数は つ い に 年 間 300万 件 を超え

よ う とする勢い で 増加 して お り、治 安情勢が 危機的状況

に あ る こ とは前述 し た。そ こ で 先 ず、全国 的な 統 計資 料

を も とに、犯 罪に関す る デ
ー

タを紐解 い て み る。
　全国的 に 見る と刑 法 犯 は 、平 成 8年 を境 に 著 し く増 加

して い る。時勢的 な 背景 と して 、こ の 年は 阪 神淡路 大震
災の 翌 年で あ り．ま た地 下鉄 サ リ ン事 件 な ど一

連 の オ ウ

ム 真理教事件の翌 年 で も あっ た 。 世の 中が不安定で あ っ

た こ とが少 なか らず 影響 して い る 可能 性 が 強 い。こ れ に

加 え て 、携帯情報端末や イ ン ターネ ッ トが普及 し人間 関

係の 希薄化 が進 ん だ の で は な い だ ろ うか 。希薄化 した 入
間 関 係 の 下で は．地域全体 で の 自治意 識 は芽生 え に くく、
異質者に 対 して の 関心が 低下す る ．また先進6ヶ 国の 中
にお いて 警察 官1人あた りの 負担人 ロ は 最多を 記 録し．2
番 目に 位置す る英 国 と比 較 して も英 国 が 395人 に対 して

我が国は 533人 と抜 き に 出て い る の で あ る 。
　 こ こ まで 増加した犯 罪件数を減少させ る に は、認知 さ

れた犯 罪 に対 して 個 々 に 対応 して い た の で は 時 間や人 員

に 隈界が あり、犯罪 そ の もの を 減らさなければ検挙件数
は伸 び な い。そ の 為 に は、　「い つ ，ど こ で 、何が起 こ っ

て い る か」 を的確 に把 握 し、犯罪多発地域に 集中的 に警
察 力 を投入 する 必 要 が ある。こ れ は 近年 、 集中的警察活

動 に 関す る 証 言 と し て 、Anthony　 Bragaや Laxrence
Shermanらに よっ て 提 唱 さ れ た もの で 、　「警 察力 の 追加

が 犯罪を防止する か ど うか は、それ らが どれ ぼ どの 特定
の 対 象物 ・任 務 ・場所 ・時間 ・人 々 に 焦点 を 当て て い る

かに よ る 」や 「犯罪 の ホ ッ トス ポ ッ ト （多発 地域 ） に 焦
点を 当て た警 察活 動 で 犯 罪 を 防止で き る こ とが 証 明さ れ

た」 と い われ て い る 。従 っ て ．こ れ か らの 警察 活動や 安
心 ・

安全な街づ く りを 推 進 す る には 先ず こ の 犯 罪 の ホ ッ

トス ポッ トを認識 す る こ と か ら始 まる。そ の 際 に はこれ

ま で 蓄積された資料か らGISを 利用 して 地 図 に表 現 して
い く こ とが 有効 で ある と考 え られ る。
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4 ．全国と神奈川との 比較

　次 に 、 保土 ヶ 谷区が 所在する神奈川県 の 犯罪情勢を全

国 と比較する e 図 iの グラ フ は 全国 と神奈川県 の 刑 法犯

の発生率と検挙 率を示 した もので ある 。 発生率 は犯罪認

知件数を人 ロ で 除した値で単位人 口 10万 人 あた りの 発生

数 で あ る。犯罪 の 発生率自体は日本全体 と同じような伸

び率 で と ど ま っ て いる もの の 、検挙率 を 見る と政令指定

都市が所在す る 都道府県 の 中にお い て神 奈川 県 は数年前

ま で非常 に高 い数値を 誇っ て い た 。 しか し平成 11年を境

に 急激に 下 降 し．わ ずか 1年 の あ い だ で 1／2以 下 に まで

下が るの は、他県 の中で も例を見な い ．

図 1 神奈川 県の刑 法犯 罪 　全国 比 較

5 ．保土 ヶ 谷 区 の 犯罪発生状浣

　保 土 ヶ 谷 区 の 成 り立 ち は古 く、東海道の 宿場町 と して

栄 え た こ とが一
般的に 良く 知られ て い る。現在 の 保 土 ヶ

谷 区 に至 っ たの は昭和 44年で ある。横浜 市 IS区 の 中で ほ

ぼ中心 に 位置 し、周囲に6つ の 区 が 接 し て い る 。 現在 は、
横浜新道、保土ヶ 谷バ イ パ ス、首都筒速な ど様 々 な 主 要

道 路 網 が 存 在 し、人 だ けで な く車 両 の 重 要拠点 に も な っ

て い る と言える 。 保土ヶ 谷区 の 人 ロ は市内で 9番 目で あ

り、20万 人 を超える 。 横浜市 18区 の 常住人 口 密度を横軸

に、昼間人 ロ 密度を縦軸にとり散布図を描 く と、散布 パ

ターン の 傾 き は 昼間入 ロ 密度比 に 相 当 し 、 2．0、 1，0、
O．　8の 3パ タ

ー
ン に 分 か れ る 。 傾 き 2．0は、西 区 と中 区 で

業務 ・商業地 区 の割合が高い地 域で あ る。傾 き LOは 、

市街地 と 住宅地が 混在す る地域で 、神奈川 区 、都 筑 区、
金 沢区、鶴見区 、港北区、戸塚 区が 相 当す る。傾き 0．8
の 地 区 は、そ の 他の 区で 、住宅地 が 占め る割合 が 多 く．
保 土 ヶ 谷区 は こ れ に 当た る。また グ ラ フ は座標値 が 大き

い ほ ど住宅地で は 集合住宅団地や 高層 マ ン シ ョ ンが 多 く

存在 す る こ とを 表 し、市街地 で は 高 層 ビル や 大規 模 シ ョ

ッ ピ ングモール などが増える こ と を表 して い る。保 土 ヶ

谷 区 は、こ の 住宅 地 中心の 区 （保土 ヶ 谷 区 の 他 に 9区存

在す る）の 中で 刑法犯の 犯罪発生率が8番目 に位置 し比

較的犯罪が 少な い と言える。

　　 表 1　保土 ヶ 谷 区犯罪発生 率 （人 ロ 当たり）

6 ．犯罪情報の整理

　 保土ヶ 谷警察署か ら提供された紙資料 は、認 知 され た

各 犯 罪にっ い て 発生 日時、発生場所、罪 種、手 囗、被害

者 〔通報者） 等 が 2002年 10月 か ら2003年 9月 まで ま とめ

られたもので ある。借用 する際 に あた っ て は、プ ライパ

シー
保躓の 観点か ら公表で き る 部分 の み を提 供 して い た

だ い た．そ して、そ れ らをパ ソ コ ン で 表形式 に 入 力し、
犯 罪デー

タを作成 した。
　 入 力 した住 所欄 を元に東京大学空間情報科学研究セ ン

ター （CSIS）が 開発 した CSVア ドレス マ ッ チ ン グサ
ービ

ス を 利用 し、最終的に GIS上に発 生場所 と して 取 り込ん

だ。さ らに、こ の 自動処理で は 住所 に より町 目 レベ ル、
番地 レベ ル な ど合 致 す る精度 が 異な る た め、既存 の 地図

と見比べ なが ら手動で位置の修正 を行 っ た。

7 ．GISによる犯罪情報の視覚的表現

　 犯 罪 の多発 地 区 を表現す るた め に ポ イ ン トマ ッ プ、単

位 区 域 ごとの 集計などはそ の 代表的な 手法で あ る。しか

しポイ ン トマ ッ プで はデ
ー

タが 大量な場合に表 示 さ れ る

場所が重な り合 うた め判 定が 困難 で ある。 単位区域 ご と

の 集計で は 集計単位の 大き さ や 形 状の 影 響 を 強く 受 け，
さ ら に犯罪 発生 場 所 を考 慮 した対策を 立 て に くい。そ こ

で 本研 究で は犯罪発生密度を扱う。密度 に は 、数 多 くの

計測方法が存在す るが、本研 究で は カーネ ル 密 度 推 計法

を 選択 した．こ こ で 、ある 程度 詳細 な 場 所 を 特 定で き る

大 き さ と して 、ユ辺 が 100mの 正 方形 の グ リ ッ ドを解析単

位 と し た。検索半径 は500mであ る。
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　　図 2 カーネル 密康推定手 法

　カ
ー

ネル 密度法の 利点は、そ の 地 点で の 発 生 の 有 無 に

か か わ らず、ある程度の幅を持っ た領域で の推定が可 能

な こ とで ある。犯 罪 の 発 生ポイ ン ト （犯 罪 認 知 ポイ ン

ト） は潜在的発生地域の 代表点に 過ぎず、地域的に 見た

と き、認知 され た ポイ ン トを含 め た そ の 近 辺 を 犯 罪 が 発

生す る 可能性を持 っ て い る と判断す る べ きで ある こ とか

ら こ の 手法 を用 い た。
　 この カー

ネル密度を用 い て 、犯罪種別 毎 （空き巣 ・車

上 狙 い ・バ イ ク盗 難 ・自転車盗難 ・ひ っ た く り）、に表

現 して み る と．保土ヶ 谷区 の犯罪発生状況 は国道 16号線

沿 い の 谷地と天 王町付近の 商業地域 に 集中して い る こ と

が 分 か っ た。
　 ま た時系列 （2ヵ 月 矧 で 表現 した 場合 に 犯 罪 多発 地 区

は 常 に
一
定で はなく、季節ご とに 変 化 して い た こ と も明

らか にな っ た。この 理 由 として 、空 き 巣や 車上 狙 い を主

と して 対象 と した 組織的な犯罪行為が、狙 い をっ けた地

域 で 集中的に行わ れ、一定期間が過 ぎる と他 の地 域 へ 狙

い を変更する とい うこ とを如実に 表 した。

　そ して．商業地 域 で は な く住宅 地 域 に お い て も集合住

宅や団 地が存在す る地区で犯罪が集中す る傾向が 見 て取

れた。

一172 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

衷2 解析に使用 した GIS基盤デ
ー

タ

　犯 罪の 発生 は 都市環境と密接 に 関わ りが あ り、犯 行場

所 ・機会をっ く り出す地 域環境 と して 、 以下 の 項 目が 挙

げられ て い る 。

】，

　 1．犯 罪 の 発 生 を促進する エ レ ペ ータ や マ ン シ ョ ン な ど 閉 じ

　 　 た 空 間の 増加

　 2．管 理 不 明 ・不在 な、公 共的 ・半公共的空 間の 増加

　 3．視線を遮断するブロ ッ ク 型 の 人 工 構造物 の 増加
　 4．近 隣相互 関心 が希薄化 した匿 名空問 の 拡大

　こ の よ うに 都市が都市化す る こ とは．空間 的側面に お

ける 空間形 態 の 立体化 ・高 層化 ・
複合 化 ・無人化 が 促進

し、心理 的 側 面にお ける社会関係 の 個人主義化
・プラ イ

バ シ
ー

優先の 生活 原理、相 互 関心 の 希薄化、異質に対 す

る寛容化 が 起 こ り、更に は経済的側面 に お け る 生 産 性 の

高次化 と消 費社会化、それ に伴う労働人 口 と消費物 質 の

都市集 中を促す．そ して犯罪誘因 物質 の 集 積 ・溝 在犯罪

者の増大を もた らす。
　した が っ て 先 に 示 したよ うに 、保 土 ヶ 谷 区 にお い て も

商業施設が集中する天 応町 地 区 や そ の 他駅 周 辺 の地 区で

犯罪 が 多発 す る と考 え られ る。
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　　L
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　　一
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堪痰借度 ポリゴ 冫 住竃地 図
　 　 　 m

！10000 

住宅用途地城面稲 ポリゴン 横浜市  デ ー
タ

　 　 　 m
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漿田 ・藺粱肝途題域面積

土垉 利用
ポリゴ ン　 横湊市圏 デ

ー
タ

，
　　　　　 積削

　　　 ノ塵0000  

世帯数 ポリゴ ン 攅浜市隅データ 世帯

平均 傾偶角度 ポイン ト 櫃 浜市田データ　　　 　　　　　 度

そ の 際 に，建物 軒 数 や駅 か らの 距離などは、元デ
ー

タか

ら直 接 GISを使っ て算出す る こ とが 可 能 で ある が 、入 口

や 世帯数は 任意 に 分割 した lhaの グ リッ ド単位 で はデ
ー

タが 存在 しな い た め、推定 の 値 を扱 っ た。グリッ ド内の

世帯数は以 下 の よ うに推定 した 。

》 建物用 途が 独立専用住宅 の 場合 ： 世帯数＝＝ 1
＞ 集合住宅の 場合 ： 世帯数 富

　建築面 積× 地 上 階数／ 1住宅あた り の延 べ 床 面積

　 〔値 が 0〈］〈1 の 場合は 1）
　保土ヶ 谷 区の 】住 宅 あた りの 延べ 床面 積は 68，98 
〉 商住 併 用 施 設 の 場合 ： 世帯 数 ＝

　建築面積 × 住宅用 途の フ ロ ア 数／】 住宅 あ た りの 延 べ

　床面 積

〉 業 務 ・
商業

・
住居系複合施股 の 場 合 ；同上

　以 上で 推定した世帯数は．各 犯 罪 の 発生 率を 、それ ぞ

れ の 場所 に 存在する 人間 あ た りの 発生数で 評 価 する こ と

が 出来る。

　また 現状で は．車上 狙 い や パ イク盗、自転車に つ い て

保土 ヶ 谷 区 内で の 車両 の 存在 量 の データ が 無 い た め に、
車何台あた り、バ イク何台あた り とい っ た 犯 罪発生 数を
算出で き な い の で 、専用駐車 場 を 除外 して 、各世帯 に 車

や 自転車などが存在する と仮定 して 、世帯あた りの 発生

数を 算出 した。

　こ の よ うに して 求め た地 理 的 指 標 と 犯罪種別 の 関 係 の
一

部を図 5以 下 に示 す。

8 ，犯罪発生要 因 分析

　分析 対象データ は，都市的な環境 に 影響 され る こ と が

予想 さ れ る街頭犯罪で，全刑 法犯 の お よ そ 80％ を 占 め

る 窃 盗犯に つ いて 絞 っ た 。 具体的に は、重要窃盗 犯 罪と

して 位 置 づ けられ る 空き巣、ひ っ た く り と車上 狙 い 、バ

イ ク盗 自転車盗 で あり、地理的指標データ とそ れ ぞ れ
の 犯 罪に つ い て 分 析を試 み る。窃 盗犯 は 人 口 密 度 や 人 ロ

集 中地区、ま た商 業施 設 の 数 な ど と 相 関 が あ る こ と は文

献など で 明 らか に され て い る 。3］

　そ こで 本研究 で は 、 保土ヶ 谷 区 全 域 を 1haの 格子 グリ

ッ ドで 分割 し、そ の グ リッ ド内の 地域の データ （建物数．
道 路総 延 長距舷 交差点数など） を地 理 的指標 と して割

り出し．そ の値 と．犯 罪の 発生が どの よ う な 関係に ある
の か を分析 す る。
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　グ ラ フ 左軸の 発生数 は地 理指標の 階級数 ご との 合計犯

罪発生 数を 表 す。また、グラ フ右軸の 平 均発生 数 は 各階

級 の 平 均発 生数で あ り、 （合計犯罪発生数／階級 ご との

合計 グリッ ド数）で 計算した 。 同様に、グラフ 右軸 の 偉

帯 あ た り発生 数 は各 階 級 の IOO世 帯 あた りの 犯 罪 発 生 数

を 表 し、　 （合計 犯罪発生数／階級 ご との合計世帯数 x

loe）で 計 算 した 。

　本研究 の ポイ ン トは、図 5の よ うに指標を並 ぺ て 検討

す る と こ ろ にあ る。例え ば元々 建物が少ない 地域 で は空

き巣 の 数が 少な い よ うに、発生数だ けで は犯罪要 因 が 存

在 す る か ど うか の検討がな されな い。そ こで、階 級 別の

グ リ ッ ドあた りの 平均発生数を求め た数値を グ ラ フ 化 し、

世帯あた りの 発生率の グラ フ と比 較 した。世帯数や 距離

階級に 依存 して いな け ればグラフ は水平 に近 い 曲線を描

く。しか し、グラ フの 形 に 相違が存在すれ ば、そ の 要素

と犯罪の 発生 に 相 関が あ る こ とを示 す。

〔8）平 均傾斜角度

　 傾斜角 度 の き つ い と こ ろで は車上 狙 い 、バ イ ク 盗、自

転車盗の い わゆる 乗 り物盗な どは 多発せ ず、犯行場所 と

し て よ り平坦な 地形が 選択され て い る。

　以上 、 罪種別 に 地理 的指標との 相関をみ て き た が、世

帯数 （100世帯）あた りの 犯 罪発生 数 を算出 した 結果を

分析した こ とで、交差点の数や業務 ・商業 用 途地域面積

比など 、 健帯数に影響を 与えな い 地理的指標デ
ー

タとの

相 関は、今 回の 分析 で は 見 る こ とは で き な か っ た 。
また．分析グ リ ッ ド・サイ ズの 設定次第 で は 、 ホ ッ トス

ポ ッ トの 変化が み られ る こ とも十 分 に考 え られ、分 析 す

る 罪 種 との 関 係 も含めて 今後考慮して い かなければな ら

な い点で ある

10 ．まとめ

（1｝警察署 ・交番か らの 距離

　傾向の差 は ほ とん ど見 られ な か っ たが、強い て 言 うな

らば空き巣 と 自転車盗に つ い て は約 100m を 超 え た 辺 り

か ら発 生数が 増加 し始 める傾 向が あ っ た。

〔2｝駅 か らの 距離

　駅 前に バ イ ク や 自転車の 駐輪場が多い 理 由か らバ イ ク

盗や自転車盗が 駅近郊で 多発す る こ とが 数値か らも 明 ら

か にな っ た．

（3）主 要 道路か らの距 離 （主 にバ ス 路線）

　空き 巣 と車 上 狙 い は 主要な道路網よ りある程度奥 まっ

た地 域 で の 犯行が多 く．い ずれも約 80mほどの あた りで

発 生件数 が増加 した の 対 し、バイ ク盗や 自転 車 盗 で は大

通 りに 面 した場 所で も犯行が行われ得る こ とを示 し た ．

｛4｝道 路 総延長 距離

　道路総延畏距離につ い て他 の 犯罪 と異な る 傾向 を 持 っ

て い た の は車上 狙い で あり総延長約 1250mを境に 発 生数

が 減 少 す る。他 の 犯罪 は い ずれ も 約 75伽 か ら 減 少 す る

傾向 を示 した。

｛5｝建築 密度

　建築密度は空き巣に つ い て 、 約 35 軒ノha の 値 で 発生

頻度 の ピーク を迎 え、引 っ た く り犯 罪 も約 菊 軒 ／ha の

当た り で 最 も多く発 生して い たが、その 他の 犯罪 は で は

あ ま り建物が 密集して いな い地 域 で の 犯行 が 多 い よ うで

ある。

  住宅 用途 地域面 積比

　住宅 用 途地域面積比で は、強い 傾向が 見られ た の が 引

っ た く りで 、人 通 りが賑 やか な 商業 地 区 よ り も住 宅 地 区

で 発 生 す る こ とが 明 らか にな っ た。またパ イ ク盗の なか

で も約 30Xを 占め る 地 域 で 相対 的 に よ く発 生 して い た。

｛7｝業務
・商 業 用途 地 域面 積比

　業務 ・商用 地域の 面積比率で は 自転車盗が他の 犯 罪と

比べ て 特異な傾向を見 せ、約 15％の 割合をグリ ッ ドに 対

し て 業 ・商地 区 が 占め る エ リア で 多発 して い た。そ の 他

車上 狙 い やバ イ ク 盗 も業 ・商地域の 面積比と の相 関 が見

て 取 れ た 。

　本研究で は、犯罪多発地 区の 視覚的把 握 と して GIS を

使 っ た 地 図表現 を行 な い、保土 ヶ 谷 区 内の 主要 街頭 犯 罪

と地理的な特性との 関係が ある程度分析す る こ とが で き

た。そ の 中 で、全 て の 罪 種 で発 生率 に何 らか の 影 響 を与

え て い た項目は、土地の 傾斜角度で あっ た が、こ の 説明

に は居住区域 の 変遷を吟 味する必 要が あ る と考 え られ る。
　 また、保土 ヶ 谷区 の 具体的な活動支援 へ 繋が る ように

100m四 方 と い う従来研究よ りも小 さ い 解析 単 位 で 評 価

を行 っ たが、犯 罪の 性質に よ っ て 的確 な解 析 単位 を検 討

して い く必 要が あ る。も し横浜 市全域で lk皿 四 方 の グリ

ッ ドで 分割 した エ リア で 発生分析 を行 い 、GIS で 発 生密

度 の 分布 を表現 したとする と、保土 ヶ 谷エ リアが 区 内に

お い て 発生数が 多い と こ ろ ほ ど色が 濃 く塗 られ た 場 合 に

比 較的色が 薄 く表現 され、過小評価される こ と は容易に

硬 くな い。そ れ で は保 ：ヒヶ 谷区 に お け る 犯 罪 発 生 集 中 地

域 を浮き彫 りにする こ とは 出来ず、なぜ そ の 地域 で 犯罪

が 多発する の か を解明す る こ とは不 可能 で あ る。
　 さらに、補い きれなかっ た地理的指標 と し て 夜間の 道

路 の 明 るさや ．街 路 パ タ
ー

ン に よ る 見 通 し と い っ た 都 市

の 詳細なデータ も考慮す るべ きで ある 。

　 この ように犯罪発生と都市環境、地理的なデー
タの 関

係性 に っ い て 分 析 し紀 述 して きたが．犯罪行為は空間的

側面だけで なく、社会的 ・心理的側面 に関す る特性 とが

複雑に絡 み あ っ て 起 こ る もの で あ り、地 理 的要 因 だ け で

犯 罪 を 説明す る こ と不 可 能で ある 。 しか しな が ら、本研

究 で は扱 う こ とがで き な か っ た他 の 地 理 的 データ や 、デ
ータ化 して扱 う こ とが困 難な人間の 心理的状態な どの 要

素を扱うこ とがで きれ ば、よ り詳細 な 分析が 可能 に な る

だ ろ う。
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